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近年，水準測量による上下変動では，御前崎での沈降速度の低下が見られ，東海地域のプレート境界固着域下
盤側では正断層型地震の発生割合が減少する傾向が1 年以上も続いている。そこで，数値モデルから期待される計
算結果と，観測データとの比較を行なった。上下変動に関しては，3 点の水準点での最近の傾向を概ね説明できる
モデルが見つかった。また、微小地震メカニズムに注目すると，観測期間で生じた差応力の最大圧縮方向が地震の
P 軸方向とほぼ一致することがわかった。美濃三河高原南部の深さ10-20km の領域に注目すると，ここでの P 軸の
向きは，東海地震発生数年前になると急激に活動が低下し，水平方向から回転することが予想される。 

 
 
近年，東海地震の前駆的現象と推定される観測結果が幾つか報告されている。水準測量による上下変動では，

御前崎での沈降速度の低下が見られ（多田，1998），東海地域のプレート境界固着域下盤側では正断層型地震の発
生割合が減少する傾向が1 年以上も続いている（松村，2000）。そこで，加藤・平澤2 次元モデルから期待される
計算結果と，これらの観測データとの比較を行なった。 

  上下変動に関しては，次に起こる東海地震の発生時刻と 2 次元モデル上でのプレート境界の位置の 2 つを変
数として，グリッドサーチによるfitting を行った。その結果，3 点の水準点（小笠，菊川，森）での最近の上下
変動速度の低下を概ね説明できるモデルが見つかった。 

 また、微小地震メカニズムに注目すると，観測期間で生じた差応力の最大圧縮方向が微小地震の P 軸方向と
だいたい一致することがわかった。これを踏まえて，美濃三河高原南部の深さ10-20km の領域に注目すると，ここ
での P 軸の向きは，東海地震発生数年前になると急激に活動が低下し，水平方向からプレート境界面に直交するよ
うに回転することが予想されることがわかった。 


